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r 編 集 後 記

高木寿一先生は幼稚舎生より名替教授まで純粋の「座應義塾人 j として六卜年の步みを货ぬかれ 

た。この特集は先生の限りなき学問的道程を記念する一瓜程標として編集された。

先生は経济史研究を始めとし財政理論，各国財政頌型論，財政史，財政思想史の比頌なき広大な 

研究領域を手中に統一され，また各分野においてパイオニア• ワークを陴続として公けにされてい 

る。先生の' 研究が力パ - - された領域があまりにも広大であるだけに，またいずれの研究領域でも先 

鞭をつけられているだけに，少なくともわが国の後進研究渚はすべて先坐の碎大な栗級のみえざる 

恩恵に浴しているといっても過言ではない。 とりわけ財政の発肢法則とW 政思想史の研究領域で 

は，世界にさきがけて体系的間拓に足された功績は，先生のほかに帰すべくもないといわねばなら 

ない.

先生の学風も研究と並んでわれわれ門下に測りしれない影響をもたらしている。学問上の論争は 

進んで歓迎され温和な包容力と豊かな親和力で議論を展開されるが，裒现こそあらゆる個人的 iaM  

識に優先するという価値基準そのものを先生はつねに体现せられている。今もって先生御由身が典 

理へのインパ一ソナルな献身をわれわれ後進一同に示され，絶え問なき前進の叵歩を片時も休むこ 

となく進められている。われわれ門下一同はこの学風を誇りとし播ぎなく継难せねばならないと信 

ずる . とくに研究者の主体性を確立するに当っては，先生の学風との連統かつ不変の統合過程（ア 

イデンテイテイ）が要請されるはずである。

高木寿一先生の一層の御健勝を祈るとともに，先坐の下ではぐくまれ纸立ったわれわれが，先生 

から托された®大な使命をつつがなく果すべく先生の御期待にいささかなりと応えうることを念願 

するものである， （古田，大島）
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